
52　食　物

C 55

〔(社)日本家政学会

高齢者の食生活に関する研究　～食事満足度に影響を及ぼす要因～

山口女大家政　　　　　足立蓉子

＜目的〉現在、わが国は急激な人口の高齢化に直面しようとしている。それにともなって

高俤者への在宅サービスのニーズが増大している。そこで、私はサービスの１つである給

食サービスについて。受ける側の高齢者が満足できる望ましい食事のあり方を考察するた

めに。食事満足度に着目し、高齢者の食生活に関する調査を行った。

〈方法〉　対象は、1989年3月1日現在の住民一覧表より無作為抽出した65歳以上の男女556

人である。調査は1989年７月から９月の時期に、質問紙による個人面接法にて行った。対象

地域は長崎県。山口県および岡山県内の４地域を選んで行った。

〈結果〉給食サービスについては独居に限られていたり、年齢制限があり、制約されるた

めにどの地域も利用者が少ない。給食サービスの形式には宅配と会食が考えられるが。会

食を希望する割合忽）高い地域と。宅配を望む割合が高い地域にわけられた。

　次に食事満足度を把握するために８項目の質問を設けた。そして食事満足度とそれに影響

すると考えられる89の質問項目との関係を見るためにz '検定を行った。その結果、5%S>,上

の水準で35項目に有意差が認められた。そこでz ^検定の結果と高齢者の生活構造を考え。

食事満足度に影響を及ぼすと考えられる15要因（食生活の留意度。食事時間の会話、食品

摂取状況。食事量、行事食など）を選定し、満足度とこれらの要因との構造を考察するた

めに数量化I 類により分析を行った。その結果。食事満足度と15要因との重相関係数は

0.7であった。
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日韓の主婦に対する魚の塩蔵食品の嗜好および喫食実態調査について

郡山女大家政　○角野　猛　　会田久仁子　　相模女大家政　金井美恵子

［目的］日韓両国は共に食品の減塩運動が盛んであるが、魚の塩蔵食品のように高塩分濃

度でもって保存性を高めている食品の低塩化は食中毒発生の危険性等食品衛生的に問題と

なる。また、発酵食品である塩辛の低塩化は本来の味や伝統的食文化を失うことにつなが

る。そこで、日韓に共通な食品である魚の塩蔵食品が両国の食生活でどのように嗜好及び

喫食されているかを比較することを目的として、主婦を対象として調査を行った。

Ｅ調査対象者］福島県田島町といわき市および韓国の全州市とソウル市の主婦を対象とし

それぞれ262名、231名、71名および86名の回収を得た。

［調査結果］1.平均年令は田島、いわき、全州およびソウルそれぞれ46.4才,45.6才、42

.3才および45.7才であった。学歴はいずれの地区とも高校卒が多かった。家族人数は田島

といわきは４～５人が、全州とソウルはそれぞれ６～８人および３人以下が多かった。 2.

田島およびいわきは塩ザケ、塩マス、タラコおよびスジコを、全州’およびソウルはグチ、

カタクチイワシ、タチウオおよび塩辛を好んだ。3.田島、いわきでは塩ザケを「週1 回以

上喫食する」が多かった。全州、ソウルではカタクチイワシを「毎日」および「2 ･ 3日

に１回以上喫食する」が多かった。4.食品からの塩分過剰摂取に対してはいずれの地区と

も強い関心が認められた。 5. 4地区の主婦という観点から比較すると、田島、いわきより

も全州、ソウルの方が塩蔵食品を好み、喫食回数も多い傾向が認められた。また、調査地

区を代表する塩蔵食品は、田島、いわきでは塩ザケ、タラコ、塩マス、スジコ、全州、ソ

ウルはカタクチイワシ、グチおよび各種塩辛と考えられた。


